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１
　
万
葉
集
巻
第
二
、
相
聞
の
部
に
は
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
、
石
見
の
国
（
今
の
島
根
県
西
半
部
。
）
か
ら
妻
に
別
れ
て
都
に
上
っ
て
来
た
時
の
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
終
に
付
載
さ
れ
た
「
或
本
歌
一
首
幷
短
歌
」
（
こ
れ
は
こ
の
作
の
初
案
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
、
「
反
歌
一
首
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
石
見
の
海
打
歌
山
0
0
0
の
木
の
間
よ
り
我
が
振
る
袖
を
妹
見
つ
ら
む
か
（
一
三
九
）
　
傍
点
を
施
し
た
「
打
歌
山
」
は
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
、
金
沢
本
以
下
、
広
瀬
本
に
至
る
現
存
諸
写
本
に
は
、
す
べ
て
本
文
「
打
歌
山
」
、
訓
は
「
ウ
ツ
タ
ノ
ヤ
マ
」
と
あ
る
。
「
ウ
ツ
タ
」
は
「
打
歌
」
を
、
「
ウ
ツ
ウ
タ
」
と
訓
み
、
そ
の
約
と
見
た
の
で
あ
る
。
　
対
し
て
、
諸
注
で
は
、
新
た
に
次
の
二
説
が
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
真
淵
の
『
考
』
に
、
「
打
歌
」
を
「
タ
カ
」
と
訓
み
、
此
打タ
歌カ
は
仮
字
に
て
、
次
に
角
か
津ツ
乃ノ
な
と
の
字
落
し
事
、
上
の
反
哥
も
て
知
べ
し
、
今
本
に
う
つ
た
の
山
と
訓
し
は
人
わ
ら
へ
也
、
女
子
大
國
お
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と
見
え
、
続
い
て
雅
澄
の
『
古
義
』
に
は
、
打
歌
山
は
、
按　フ
に
、
打
歌
は
、
竹
綱
の
草
書
を
見
ま
が
へ
て
、
写
し
誤
り
た
る
に
や
、
然
有
ば
タ
カ
ツ
ヌ
ヤ
マ
8
8
8
8
8
8
と
訓
べ
し
、（
中
略
）
（
旧
本
に
ウ
ツ
タ
ノ
ヤ
マ
8
8
8
8
8
8
と
よ
め
る
は
、
さ
ら
に
よ
し
な
し
、
と
あ
る
。
　『
古
義
』
の
説
は
、
「
綱
」
は
「
ツ
ヌ
（
ノ
）
」
と
は
訓
め
ぬ
上
に
、
「
打
歌
」
と
「
竹
綱
」
の
草
書
と
の
字
体
が
、
さ
ほ
ど
近
似
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
以
後
の
諸
注
で
は
ま
っ
た
く
賛
同
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
考
』
の
方
は
、
以
後
多
く
の
注
で
認
め
ら
れ
、
近
く
は
澤
瀉
博
士
の
『
注
釈
』
に
さ
え
、
「
打
歌
」
の
字
は
「
や
ゝ
見
な
れ
な
い
感
は
あ
る
が
、
考
の
説
に
よ
る
べ
き
か
と
思
は
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
で
、
『
考
』
の
文
に
つ
い
て
、
若
干
の
注
記
を
加
え
て
お
こ
う
。
　『
考
』
に
言
う
「
津ツ
乃ノ
」
に
つ
い
て
、
『
古
義
』
に
は
、
津
乃
と
言
る
は
わ
ろ
し
、
こ
れ
も
津
野
な
ど
ゝ
こ
そ
あ
り
け
め
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
特
殊
仮
名
の
面
か
ら
、
仮
名
違
い
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
乃
」
は
「
ノ
」
の
乙
類
の
仮
名
で
あ
る
が
、
「
角
」
の
「
ノ
」
は
「
野
」
な
ど
と
同
じ
く
甲
類
で
、
こ
は
『
古
義
』
の
説
を
正
し
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
文
中
で
「
上
の
反
哥
も
て
知
べ
し
、
」
と
言
っ
た
の
は
、
一
三
二
、一
三
四
に
、
こ
の
歌
の
類
歌
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
山
の
名
が
い
ず
れ
も
「
高
角
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
　
実
際
、
『
考
』
の
説
が
末
長
く
多
く
の
注
で
支
持
さ
れ
た
の
は
、
「
打うつ
歌た
の
山
」
と
い
う
名
の
山
が
見
当
ら
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
こ
の
山
が
類
歌
に
「
高
角
山
」
（
高
い
、角
の
地
の
山
。
）
と
あ
り
、
そ
れ
と
同
じ
山
名
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
（
『
古
義
』
の
説
が
出
た
の
も
同
じ
。
）
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し
か
し
、
小
学
館
の
、
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
万
葉
集
（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
三
氏
校
注
・
訳
）
に
、
打
の
字
は
頂
と
同
音
で
タ
の
仮
名
と
は
な
り
え
な
い
。
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
新
編
（
小
島
、
木
下
両
氏
と
東
野
治
之
氏
校
注
・
訳
）
に
は
、
「
打
」
は
呉
音
チ
ャ
ウ
、
漢
音
テ
イ
で
、
タ
・
ダ
と
発
音
す
る
の
は
時
代
が
下
が
っ
た
元
代
の
中
原
音
韻
以
降
だ
と
い
わ
れ
、
そ
の
可
能
性
は
少
な
い
。
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
、
元
の
時
代
以
前
で
あ
る
日
本
の
上
代
に
お
い
て
、
「
打
」
の
字
を
音
仮
名
と
し
て
「
タ
」
と
発
音
す
る
可
能
性
は
少
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
だ
と
す
る
と
、
「
打
歌
」
二
字
を
「
タ
カ
」
と
訓
む
の
は
、
万
葉
集
で
は
、
普
通
に
通
用
す
る
訓
み
方
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
同
時
に
、
さ
ら
に
加
え
て
、
そ
の
下
に
「
ツ
ノ
」
に
あ
た
る
文
字
が
脱
落
し
た
と
考
え
る
の
は
、
こ
の
訓
み
方
の
納
得
の
し
難
さ
を
、
い
っ
そ
う
強
め
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
わ
た
く
し
は
『
考
』
に
「
人
わ
ら
へ
也
、
」
『
古
義
』
に
「
さ
ら
に
よ
し
な
し
、
」
と
言
わ
れ
て
い
る
に
も
か
わ
ら
ず
、「
打
歌
山
」
は
「
ウ
ツ
タ
ノ
ヤ
マ
」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
次
の
節
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
　
　
　
　
　
２
　
わ
た
く
し
は
最
近
、
た
ま
た
ま
次
の
二
つ
の
書
物
を
通
読
し
た
。
発
行
順
に
記
す
と
、
①
　
関
和
彦
著
『
古
代
出
雲
へ
の
旅
│
幕
末
の
旅
日
記
か
ら
原
風
景
を
読
む
│
』
（
中
公
新
書
一
八
〇
二
）
②
　
錦
織
勤
・
池
内
敏
編
『
鳥
取
・
米
子
と
隠
岐
│
但
馬
・
因
幡
・
伯
耆
│
』
（
街
道
の
日
本
史
三
七
）
吉
川
弘
文
館
の
二
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
山
陰
地
方
の
、
や
風
変
り
な
地
名
を
発
見
し
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
舂つく
米よね
（
②
の
本
の
一
八
頁
）
鳥
取
県
八や
頭ず
郡
若わか
桜さ
町
の
内
。
旧
因
幡
の
国
。
4
燒たく
火ひ
山
（
②
の
本
の
五
一
頁
）
島
根
県
隠
岐
島
西ノ
島
の
内
。
旧
隠
岐
の
国
。
燒たく
火ひ
神
社
（
②
の
本
の
五
一
頁
、
一
六
九
頁
）
右
に
同
じ
。
燒たく
火ひ
権
現
（
①
の
本
の
九
八
頁
）
島
根
県
大だい
根こん
島
の
内
。
旧
出
雲
の
国
。
　「
燒たく
火ひ
」
が
隠
岐
と
出
雲
の
大
根
島
と
に
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
「
大
根
島
」
の
条
に
、こ
の
島
を
「
燒たく
火ひ
島
」
と
も
言
う
と
述
べ
た
上
で
、「
隠
岐
国
燒
火
権
現
此
島
に
暫
ま
し
故
に
か
く
は
云
と
ぞ
。
」
と
注
記
し
て
い
る
。
な
お
、「
舂
米
」
の
方
は
、
『
新
日
本
分
県
地
図
』（
国
際
地
学
協
会
）
の
「
鳥
取
県
地
名
總
鑑
」
、因
幡
国
八
頭
郡
若
桜
町
の
条
に
「
舂つく
米よね
」
と
見
え
、郵
便
番
号
簿
に
も
、
若
桜
町
の
条
に
「
つ
く
米
」
と
あ
る
。
　「
舂つく
米よね
」
と
「
燒たく
火ひ
」
と
は
、
い
ず
れ
も
動
詞
の
終
止
形
（
或
い
は
連
体
形
）
の
下
に
名
詞
が
付
く
と
い
っ
た
語
構
成
の
地
名
か
と
見
ら
れ
る
が
、わ
た
く
し
は
「
ウ
ツ
タ
」
の
場
合
も
、
そ
れ
を
「
打
田
」
と
考
え
、こ
れ
ら
と
同
類
の
語
と
見
て
は
ど
う
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
「
打
田
」
は
「
ウ
チ
ダ
」
と
訓
む
場
合
も
あ
り
う
る
が
、
「
打
歌
」
の
字
は
、
「
ウ
チ
ダ
」
で
は
な
く
、
「
ウ
ツ
タ
」
と
訓
む
こ
と
を
、
明
確
に
指
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　「
打うつ
田た
の
山
」
は
、
「
高
角
山
」
と
同
じ
く
、
今
の
島しま
星ぼし
山
を
指
す
も
の
と
考
え
る
。
現
在
、
島
星
山
の
内
、
山
麓
に
近
い
島
し
ま
の
ほ
し
星
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
、
か
な
り
平
坦
で
、
民
家
が
あ
り
、
田
が
あ
り
、
住
民
は
そ
の
田
を
打
っ
て
収
穫
を
得
て
い
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
地
元
で
は
こ
の
山
を
「
打うつ
田た
の
山
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
一
三
二
、一
三
四
で
こ
れ
が
「
高
角
山
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
石
見
の
地
理
に
不
案
内
な
都
の
聴
き
手
や
読
み
手
に
、
こ
の
山
が
角
の
里
の
も
っ
と
も
高
い
山
で
あ
り
、
角
か
ら
都
へ
上
る
場
合
に
、
角
の
里
を
見
収
め
る
山
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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３
　『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
十
三
年
秋
九
月
の
条
に
、
「
始
め
て
茨まむ
田た
の
屯み
や
け倉
を
立
つ
。
因
り
て
舂
米
部
0
0
0
を
定
む
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
天
武
天
皇
十
三
年
十
二
月
二
日
の
条
に
、
「
舂
米
連
0
0
0
」
が
他
の
四
十
九
氏
と
共
に
、
姓
宿
祢
を
賜
わ
っ
た
と
あ
る
。
「
舂
米
部
」
は
米
を
舂
く
こ
と
を
職
と
す
る
部
で
、
「
舂
米
連
」
は
、
こ
の
部
を
管
掌
す
る
伴
造
で
あ
る
が
、
前
者
の
「
舂
米
」
に
は
前
田
家
所
蔵
本
に
「
ツ
イ
シ
ネ
」
、
後
者
の
「
舂
米
」
に
は
京
都
北
野
神
社
所
蔵
兼
永
本
に
「
ツ
キ
メ
」
と
あ
る
。
ま
た
、近
年
の
増
補
六
国
史
本
に
は
、両
所
共
に
「
ツ
キ
ヨ
ネ
」
、
「
ツ
キ
メ
」
の
二
訓
が
見
え
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
で
は
、
後
者
で
「
ツ
キ
ヨ
ネ
」
の
訓
を
採
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
岩
波
の
日
本
古
典
文
学
大
系
本
と
、
小
学
館
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
に
は
、
い
ず
れ
も
、
前
者
「
ツ
キ
シ
ネ
」
、
後
者
「
ツ
キ
ヨ
ネ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
「
ツ
ク
ヨ
ネ
」
と
い
う
訓
は
、
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。
　
こ
の
事
実
は
、
動
詞
の
終
止
形
（
或
い
は
連
体
形
）
の
下
に
名
詞
が
付
く
と
い
っ
た
語
構
成
の
固
有
名
詞
が
、
そ
う
普
通
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
「
燒
火
山
」
の
「
燒
火
」
に
、
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
の
「
隠
岐
国
」
の
条
で
、
「
タ
キ
ビ
」
と
傍
訓
が
誤
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
（
誤
り
付
け
た
と
見
た
の
は
、
先
に
「
燒たく
火ひ
島
」
の
例
を
引
い
た
よ
う
に
、
こ
の
書
の
他
の
部
分
で
は
、
「
タ
ク
ヒ
」
と
、
正
し
い
訓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
）
　
し
か
し
、
現
在
山
陰
地
方
の
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
舂つく
米よね
」
と
、
『
日
本
書
紀
』
で
、
同
じ
文
字
の
氏
の
名
と
し
て
付
け
ら
れ
た
訓
と
の
間
に
は
、
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
く
「
ツ
ク
ヨ
ネ
」
で
あ
っ
た
氏
の
名
が
、
そ
の
用
法
が
す
た
れ
た
め
に
、
諸
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
訓
み
方
が
考
案
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
或
い
は
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
山
陰
地
方
の
地
名
の
例
は
、「
タ
ク
ヒ
」
共
々
、
古
い
訓
の
珍
し
い
残
存
例
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、「
ツ
ク
ヨ
ネ
」
や
「
タ
ク
ヒ
」
の
よ
う
な
語
法
が
、上
代
か
ら
存
し
た
も
の
だ
と
考
え
よ
う
と
す
る
、わ
た
く
し
の
単
な
る
希
望
的
観
測
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、現
在
、
6
そ
れ
を
論
証
す
る
に
足
る
だ
け
の
資
料
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
打うつ
田た
」
と
い
う
地
名
が
、
万
葉
に
見
え
る
石
見
の
国
の
地
名
と
し
て
認
め
う
る
か
ど
う
か
も
、
論
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
に
は
、
問
題
を
将
来
に
残
し
て
い
る
事
を
充
分
に
承
知
の
上
で
、
今
、
わ
た
く
し
の
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る
一
つ
の
仮
説
を
、
提
出
し
て
み
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
（
本
学
名
誉
教
授
）
